
窒素酸化物の環境基準,排出基準が昭和48年半ばごろに,

有害な産業廃棄物に関する判定基準が2月に告示され,近く

イオウ酸化物の排出基準の強化が予定されてもり,さらにSOx,

NOxの稔呈規制が検討されているなど公害規制がますますき

びしくなっているメ大音兄下において,日立製作所では公害を発

生しない生産技術の確立をめぎし,バブコック日立株式会社,

日立プラント建設株式会社などをはじめとする全日立グルー

プの総力を結集し,特長ある公害防止機器･設備の開発を推

進するとともに,これらを有機的に組み合わせた環ゴ菟改善トー

タルシステムの完成に努力を続けている｡

昭和48年度のおもな技術成果として,まず大気汚染防止関

係では,火力発電所向け垂･I京油専焼ボイラ用電気集塵(じん)

装置,産業用大答量電気集塵装置,建屋集塵装置など多数の

集塵装置を納入し,新開発製品である静電マットフィルタお

よぴFRP製電気集塵装置を順調に運転開始させた｡

排煙脱硫についてはブリヂストンタイヤ株式会社那須工場

にソーダ･ボウ硝法を納入し,中国電力株式会社水島火力発

電所向け100MW相当石灰石･石膏法プラントの建設を完了し,

さらにソーダ･石膏法のパイロットプラントによる運転研究

を完了し技術確立の見通しを得た｡

NOx対策については,ボイラなどの燃焼技術･条件を改善

Envi｢onment Cont｢oIEquipment

することによりNOx発生量を低減しているが,排煙脱硝技術

についても電力会社などとの共同研究を開始し,技術開発を

急速に推進しつつある｡

脱臭問題についても一応の技術確立をし,おらにシェルモー

ルド分野に現在多数のプラントの設計,建設を行なっている｡

水質汚濁防止関係では,関西電力株式会社海南火力発電所

に納入した総合廃水処理設備が順調に運転を行なっており,一

般産業廃水処理として活性炭ろ過法による高度処理施設,高

分子排液の電解処理施設などの数々の有効な技術を開発し,

従来処理が困難とされていた廃水に対して良好な運転実績を

待つつあるなど多数の技術成果があった｡

産業廃棄物処理関係では,遠心薄膜蒸発器,クラインフィ

ルタなどの脱水機を組み合わせた汚泥(でい)焼却炉を納入し,

工業技術院重要技術研究開発補助金を受けて,生汚泥に微粉

炭を音昆入し活性媒体を使用したi充動床炉で直寸妾焼却処理する

新しい汚泥焼却システムの開発に成功した｡

また,単品としては赤外線利用による汚亨尼乾燥装置を開発

した｡

産業廃棄物処理については,上記のように焼却プロセスの

技術確立を図るとともに,有効資源の再生利用化の面でも基

礎調査･研究を軌道にのせた｡

700MW火力発電所用電気集塵装置

中部電力株式会社知多火力発電所第4号壬曜(かん)用電気集

塵(じん)装置は,わが国最大の700MW火力発う電設備用であり,

高性能集塵装置として特に計画したもので,従来出口側にの

み設けていた区分ダンパを入口側にも設け,槌(つち)打ち時

の煤(ばい)塵再飛散を托方止し,常時高性肯巨運転ができるよう

にしている｡また,集塵瞳は7.5m電極を2段構成に配置し,

設置面横を少なくするよう工夫されている｡この方式は,将

来の規制強化に対応できる大容量電乞も集塵装置の先鞭(べん)

をなすものと考えられ

ている(図1)｡

なお,火力発`在所用

堀与i鵜塵装置はこのほ

か,東京1電力株式会社･

関西′こ琵力株式会社･中

国1五力株式会社および

東北一l宜力株式会社など

に,延べ23基を納入し

現在運転中である｡

図l 中部電力株式会

社知多火力発電所納め

了00MW 火力発電所用

電気集塵装置
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産業設備ポイラ.用電気集塵装j葦

公吉規制の強化に伴い,産業設備のボイラ排ガ乙i青浄用と

して′右左も集腱(じん)装置の設置が義務づけられ,各地に新増

設されている｡

図2は秋田プライウッド株式会社に納入された木くず(チ

ップ)焚(だ)きボイラ絹EP-MC形集塵装置の外観である｡こ

のダストは末燃焼のカ〉-ボンが大部分であり,見掛比重が軽

く,電1t抵抗が低いため,電気集塵のみでは効果的な集塵が,

困∃椎である｡この装置では後段に凝集ダストを摘果するマルチサ

イクロンを設置したいわゆるEP-MC形を採用した｡この方式

の才采斥=こより出口含塵量0.1g/Nm3以下とすることができ,

所期の成果を収めた｡

過鮎1哲-

観

図2 秋田プライウッド

株式会社納め木くず焚き

ボイラ用EP-MC形集塵

装置
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都市廃棄物焼却炉用日立電気集塵装置

各部‾心で新♪ごり設される廃棄物蛾ム】〕炉の排ガスi市浄川として

【]立うは1も集塵(じん)装置が泊碓Lている｡

図3は日立造船株式会社絞出にて高知市役所に納入した

■亡副生能1に乞(旗塵装置で,本装掛まHl口含塵_誌を0.1g/Nm3以

下に押え,r薙棄ご物焼却による∴次公二.芦この防_11二に役だっている｡

本装置は,従来,きう=E享ミに設置されていた放ノ【は樅槌(つち)

打ち装置を本休内に組み入れて内部槌打ち方J〔とし,がい管

郎の帖芸にむ改良を加え､___I二屋のないコンパクト梢追とし,

また,灰処月別幾怯も咋底とし,保寸点検を容妨にするなど新

方式を採り入れた構造とした｡このほか,同様の装置を引き

続き和也に数十朋内人L,所期の戸別生能を発揮Lつつある｡

図3 高知市役所納め

都市廃棄物焼却炉排ガ

ス清浄用電気集塵装置

石灰石･石膏法排煙脱硫装置DESOX-K502

日立製作所は,大形ボイラ用に最適なプロセスとして,ア

メリカB&W社にて開発された石灰石･石膏法を,昭和47年

春に導入し,3,000Nm3/hパイロットプラントを昭和47年12月

に設置し,システムとしての技術ノウノ､りの確立ならびに種

種の改良プロセスの研究開発を行なった(図4)｡

本70ロセスは,ボイラ排ガス中に含まれるイオウ酸化物を,

取扱い容易で安価な石灰石スラリーにて吸収除去し,安全無

害かつ良質な石膏を副生品として回収するものである｡その

特長としては,高い脱硫率,スケーリングの心配が少ない,

コンパクトで所要面積が′トさいなどがあげられる｡

上記パイロットプラントの研究成果に基づき中国電力株式

会社水島火力発電所

310,000Nm3/hプラント

を建設し,昭和48年11

月に通煙開始し,試運

転にはいった｡このほ

かに,関西電力株式会

社大阪火力発電所,旭

化成株式会社水島支社

などのプラントを設計

中である｡

図4 3′000Nm3/h石

灰石･石膏;去排煙脱硫

装置DESOX-K502

ソーダ･石膏法排煙脱硫装置DESOX-H川2

日立製作所は,すでに実用化した半湿式法,ソーダ･ボウ

硝法における豊7去な経験と二役新の技術を生かして,ソーダ･

石膏法排燥脱硫装置の開発に着手,昭和47年5月から1,500

Nm3/hのパイロットプラントで各種運転研究を行ない,技術

確二技の見通しを即た(図5)｡

本プロセスは,l吸収液として反応性の高いか性ソーーダラ容液

を仲川し､しかも,これを循環再使用するので,脱硫率が高

く経済的であり,副生品としては,安全無害な子了膏を回収す

るものである｡本プロセスの特長は,このほかにスケーーリン

グトラブルの心配がない,二次公害のおそれがないなどがあ

る｡

_√-′‾〟≦

パイロットプラント

転♂ 芸言…三賃警岩言要己に
排ガス量:

1,500Nm3/h

脱硫率:

98%以上

排出含塵量:

0.03g/Nm3

図5l′500Nm3/h

ソーダ･石膏法排煙脱

硫装置DESOX-H102

ソーダ･ポウ硝法排煙脱硫装置DESOX一川00

ブリヂストンタイヤ株式会社那須工場納め60,000Nm3/bソーー

ダ･ポウ硝法排煙脱硫装置は,昭和47年11月に通煙を開始し,

現在,順調に運転を継続中である(図6)｡

本プロセスは,排ガス中のイオウ酸化物をか性ソーーダ溶液

にて吸収除去し,ボウ硝水溶液として廃棄するものであり,

産業用重油専焼ボイラの排ガス処理に適した,簡便かつ経済

的なシステムである｡

本プロセスの特長は,脱塵(じん)吸収塔として,多数の実

績を有する無せき多孔板トレイ塔を使用しているので,

(1)気液の接触効率が高い｡

(2)構造が簡単で,デス トによる目詰まりの心配がなし､｡

なお,酸化塔に空気

撹拝(かくはん)式多孔

板塔を用いているため,

(1)酸化速度が速い｡

(2)酸化触媒が不要で,

二次公害の心配がない｡

などがあげられる｡

図6 ブリヂストンタ

イヤ株式会社那須工場

納め60′000Nm3/hソー

ダ･ボウ硝法ガ楓見研己装置

DESOX-H100
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大容量の火力発電所用排水処理装置

関西電力株式会社海南火力発電所に捻子淵巨水処理装置を納

入し,現在好調に様(か)動中である(図7)｡本装置は2,200m3

の滞留糟(そう)を持ち,連続処理台巨力が250m3/hという大容

量装置(日立記録品)である｡処理業置は2系列になっておl),

おもな特‡引ま次のとおりである｡

(1)日常の発電機器の運転時に排出される定常排水と,機器

の保守,定其恥箕検時に排出される非定常排水とを系統的に処

理している｡

(2)沈殿池は水7且の変動の影竿を比較的√受けにくい,横行i充

式を採用している｡

(3)定常排水には浮遊物賀が少なく,金属類の除去がしにく

いため,凝集剤を注入してその除去効果の改善,向上を図っ

ている｡

盛
〆一孝:

図7 関西電

力株式会社海

南火力発電所

納め火力発電

所用排水処王里

装置

材-ノ‾

〆
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活性炭三戸過法による
機械工場廃水の高度処理設備

工場廃水の放流規制は年々きびしくなり,従来の処理設備

だけでは不十分なところもでてきて′いる｡二のようなことか

ら,砂炉(ろ)過および活性炭i戸過法まで含めた廃水高圧処理

設備を日産車体株式会社本社二Ⅰプ湯に納入し,現在順調に運転

中である(図8)｡

この設備は,工場から排出される塗装廃水および生活廃水

を,i疑集沈殿法,浮上分離法,活性汚泥(でい)法などによっ

て処理し,さらにその処理水に対して砂f戸過および活性炭i戸

法過による処理を行なって放流するものである｡高度処理後

の放i充水のBOD,CODおよぴSS(浮遊固形物)は,ほほコニ業

桐水なみとなり,この地域の放さ充規制値を満足し,かつ顧客

要望にも十分こたえることができた｡

鼓′-､_J′づ‾

蒜う㌫舞盲ご;事
三Pニ忘､､ぷ㍗㌣

彗酵 て頂

図8 日産車体株式会社本社工場納め廃水処理設備
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皮革工業団地汚水処理場における中水設備

姫路市川う郎前処理場に納入した本設備は,流∴入汚水を沈殿

させ,その上潜(ずみ)水を煉水としてハイセトラで薬品?疑集

沈殿を行ない,さらにノンバルブフィルタで砂炉(ろ)過し,

j湯内の小水として再利梢するものである(図9)｡

脱水(SS200ppm,pHlO～12)を原水ポンプでハイセトラ(処

押品300m3/d)に送るこ)ハイセトラへは薬品注入設備により薬品

を注人L,牧水中の濁質を凝集させ分離する｡また,ここで

硫酸を注入しpH調整さを行なう｡擬水中の大部分の濁質を除去

Lた上潜水は,自然流下にてノンバルブフィルタへき導かれ,

砂i戸過によI),さらに細かい濁質の除去が行なわれる｡ぎ戸過

水はSS5ppm以下,pH6-8となり処理槽(そう)に送られ,

小水として佐川される｡

区19 姫路市四郷前処理場納め汚水処‡里場の中水設備

重苦シアン含有廃水処理装置

めっき工程から排J-11される遊離シアンの分解は,技術的に

も解決され,すでに多数の実績がある｡一方,錯シアンは結

‡ナが強いため,塩素では分解できず,処理法が確立されてい

なかったが,このほど,錯シアンを鉄塩として除去する方式

を確_たし.ブラザー1‾二業株式会社に実装置を納入した(図10)｡

本装置は第1段で,アルカリ塩素法による遊離シアンの分

解を行ない,第2f貨で,残留シアンを結シアン鉄として沈降

分離する｡この‾方式では従来､残留シアン4～6ppmが限度

と言われていたものを,独白の方式によリ1ppm以下にするこ

とができた｡

｢恥∵rr,･･桝〝ヤ佃

図10 ブラザーエ業株式会社納め廃水処理装置
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活性汚王尼法によるパルプエ場廃水処理装置

昭和48年5月,日本ハ∽-ドボ【ドエ半株式会社名古屋二王_二場

に活性汚泥法によるGPパルプ+∵場廃水処坪装講を納人L,

現在順調に様(か)勅中である(図11)｡従軋 パルプ工場の廃

水処理方式は凝集沈殿処理によるものが大勢をLlめてきたが,

近年,河川,港湾の有機物汚染ドガl卜のための､排.･-1i規制の強

化に伴い,BOD,CODドうミ去が不可欠なものとなっている｡

G-Pパルプ廃水は比較的,生物化′了油勺処確かしやすいもの

に属するが,全回での実施例はきわめて少ない｡

本装置は凝集沈殿装置と活性汚泥処珊装置とを組み′ナわせ

たものである｡おもな持氏として,(1)排Hl水のCODは200ppm

以‾‾‾一丁になる｡(2)原水の膿腔変動に対する処押ク〕即応性がすく･･

れているなどがあげられる｡本装置からの排H-1水は伊勢湾に

放流され,同海域汚染防止の-一弔をになうもク‾)と期待されて

し､る｡

矧l日本ハードボ…ド株式会社名古屋工場納め曝(ばっ)気槽(そう)

色度の大きい地下水の浄水設備

鉄バクテリアや鉄を含んでいる地卜水は,色ノ･‡が人きいな

どの障害があるので,水道水とLて,掛目する均丁･㌣には,二

れらを除去する必要がある｡二こ･7､)たび,地下水を水源とする

柏市第三浄水場(28,000m3/d)に鉄べクテリア･鉄の除去設伯

を納入した(図12)｡一一般に鉄バクテリアの除去ブナ法とLては,

生物処理,薬剤による処坪(塩素,柵憤鋼)などかある｡ま

た,鉄の除去にほ,エアい∬ション,荊塩素処J軋
pH低胡華さ

などを単独または適当に組みでナわせて‾イこ溶性の節∴紙の形と

した後,沖(ろ)過する方法がある｡ノ=咋ほ内人のプラントは,

鉄バクテリアの処理薬剤および鉄の恨化剤とlノて塩漬を仲川

して,前処坪L,次に急速沖掛去川丁､ソニノンバ′しブフイ′レク)

を採用したものである｡ニれによりプロセスが師素化でき,

維持管理が容易になった｡

図】2 柏市第三浄水場(28′000m3/d)納め浄水設備

高分子乳化廃享夜の電解処理法

応分イイナ成枝応工程から排出する､乳化廃液中の懸濁物質,

および有機物乍て(CO上))を除去することを目的として,･屯解凝

集装置を開発L,某化学工場に納入し,現在順調に様(か)勤

巾である(図13■)｡

本装置は,従来の凝集沈殿法では処理できなかった界面活

性剤および反｢じ生成物などの白色乳化物質を電解破壊し,こ

れを板板から溶出するアルミニウム イオンで,?疑集分離する

方式である｡おもな仕様は,処理水量200m3/d,尼流密度0.3

A/dm=∠で,懸濁物乍′貢400ppIⅥを20ppmまで除去し,40分で透視

比2cmの乳口色廃液を通｢剛二する性能を有している｡特長は,

高速乳化破壊をするために,特に開発した′ト形電解槽(そう)

にあり,一定時間ごとに梅性を反転している｡

耶1ゲ豊沼

ゝ■抄1

図13 高分子乳化廃液の電解処理装置

赤外線利用による汚泥乾燥装置

市令属を含むスラッジはそのままでは廃棄できず,処分に

あたってはコンクり-卜で同化するなどの処理が必要である｡

日立製作所では,スラッジ処理を容易にするために,赤外線

ヒータ使用の汚泥(でい)乾燥装置を開発した｡本乾燥装置は

あらかじめ機不戒的に脱水L,水分含有率80%程佳にLたスラ

ッジを,一定の速度で利くベルト上に供給し,赤外線ヒータ

で加熱 水分を蒸発させて水分含有率30%以下の固形物とし

て屯右主で÷以下,布柿は%以下に縮少させて後処理を苓易に

するもので,公害l机上機器として今後の需要が期待される｡

なお本酔操業置はHDH--65(処理量60kg/H)およびHDH-130

(■処f阜巨竜120kg/h)の2機稚が標準化されている(図川)｡

おもな特長

.事

図川 汚ま尼専乞燥装置HDH-130

〆′

(1)電妄(による赤外

線ヒータ加熱方式の

ため,起動,停+上が

簡単で操作も容易で

ある｡

(2)構造が簡単で保

守性が良し､｡

(3)乾燥がゆるやか

に行なわれるため騒

音,振動,粉塵(じん)

の発生がない｡
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汚泥処二理装置

-▲般に汚子尼(でい)を焼却する場合,汚水処理装置より排出
された汚泥を濃縮脱水し焼却する方ブ去と,脱水後の汚ラ尼を焼

却する方法とが考えられる(図15)処理装置の概略フロー)｡

これらに閲し,濃縮脱水装置とし日立ザンバイ,脱水機と

して日立クラインフィルタ,日立ラメラセパレⅦタ,汚泥の

焼却装置として日立流動床式焼却炉,日立立て形多段式焼却

炉などを有しており,汚亨尼の性状に介わせて,濃縮脱水装置

と焼却装置の適切な組み合わせで良好な焼却処理効果をあげ

ている｡このほど,藤沢薬品工業株式会社冨士工場および日本

曹達株式会社二本木工場に焼却処理による汚泥処理装置を納

入した(図16,17)｡前者は脱水性に関してはきわめて特殊な汚

泥で,種々脱水テストの結果,日立サンバイと日立流動床式

焼却炉の組み合わせを採用,後者は加圧脱水後の汚ラ尼を日立立

て形多段式焼却炉で処理するものである｡-一方,下水汚泥に

ついては船橋市習志野台下水処理場構内に日立クラインフィ

ルタと日立ラ充動床式焼却炉の組み合わせによる実証プラントを

設置し運転を行ない,また通商産業省工業技術院より,重要

技術開発補助金を受け,日立流動床式焼却炉による焼却処理

システムの開発を行ないこのほど完了した(図柑)｡なお,日

立流動床式焼却炉は,熱媒体として特殊活性媒体を使用して

いる｡

望+歪歪処理空文流

濃ヒ;戸(ろ)過水

図15 汚三尼処理

装置概略フロー

シート

図t了 日本曹達

株式会社二本木

工場納め立て形

多段式焼却装置

図18 通商産業

省重要技術研究

開発補助金によ

る汚こ尼焼去口装置
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図t6 藤沢薬品

工業株式会社冨

士工場納め流動

床式焼却装置
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言鋼管移送ラインの騒音I防止用
日立マグネクレードル

ーー般に鋼管製造部門では,製造した鋼管の移送に傾斜∴を有

するスキッドを設け,]寺に′ト径管の場合,移送効率を高める

ためスキッド終端部にクレⅥドルを設けて鋼管を落下させ,

一時貯留しクレ【ンなどを用いて次工程へ移動している｡こ

の場合次々に送り込まれる鋼管はスキッドに滞留している鋼

管と衝突したり,クレードル内へ鋼管が落下するときに大き

な鵜(ごう)音を発生する｡この轟音は遠方まで響き渡り,鋼

管工場において大きな騒音公害となっている｡日立製作所は

スキットトの衝突騒音防止装置としてすでにマグネスキッド

を販売しているが,この姉妹品としてマグネット,反転アー

ム,クレードルリフターから成る無騒音の鋼管落下騒音防上

装置､日立マグネクレードルを開発した(図19)｡マグネスキ

ッド,トト立マグネクレ【ドルの組合せにより鋼管1場の大幅

な環境改善,公害対策が可能となる｡
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半自動用溶接ヒューム回収機を完成

日立製作所は,環境改善機器の･--･環として開発された手動

用ヒュームダクトに引き糸売き,半自動溶接用ヒュームダクト

(株式会社進和納入)を完成した(図20)｡

この半自動溶接用ヒュームダクトは,従来の溶接性,作業

性をそこなうことなく,ト【チ先端のヒューム(溶接煙)が発

生する個所から効率良く ヒュームを吸い込み特殊フィルタで

ろ過された清浄な空気を放出する｡

溶接作業には欠かすことのできない環境改善機器として,

今後多くの注目を集めるものと某耶寺されている｡

おもな特長

(1)整流子モートル(1kW,単相,100V)を使用し,吸引力

抜群の二段フアン設計とし,さらにフィルタは特殊フィルタ

の採用により,ほぼ完全にヒュームをl吸引できる｡

(2)フィルタ佃積が大きく目詰まりが少ない｡さらにエア吹付

により簡単にフィルタの掃

除ができる｡

(3)吸引フードコレクタは,

ち. 従来任用のほとんどの半自

㌔
や ＼

d■て

警

動i容接トーチに簡単に取り

付けることができる｡

図20 半自動溶接用ヒュー

ム回収機




